
令和6年度 第1回緩和ケア・在宅医療部会議事要旨

日 時：令和 6 年 6 月 5 日（水） 16 : 00~17 : 40

場 所：琉球大学病院がんセンター(ZOOM会議）

出席者6名：笹良剛史（豊見城中央病院）、中島信久（琉大病院）、 安次宮直美（琉大病院）、 安座

間由美子（中部病院）、 田場純子（沖縄県保健医療介護部健康長寿課）、増田昌人（琉

大病院）

欠席者6名：野里栄治（北部地区医師会病院）、 屋良尚美（県立中部病院） 中村清哉（琉大病院）、

田仲斉（県立宮古病院）、酒井達也（八重山病院）、名嘉慎久美（キャンサ ー・ グリー

フおきな和）

陪席者 2 名：有賀拓郎（琉大病院）、 屋嘉部麻美（琉大病院）

協議事項

1. 令和 6 年度 緩和ケア ・ 在宅医療部会 委員の選任について

笹良委員より、南部医療センター・ こども医療センターの精神科神経科／川田先生の推薦が

あった。他委員の異論がなかったため、後日 、事務局より委嘱状をお送りする事となった。

また、前回、返答予定だった屋良委員が欠席のため委員の選任について次回報告となった。

那覇市立病院の委員について、 他の部会に在籍している同院の看護師、 東恩納さんへ相談

する事となった。

2. 第4次沖縄県がん対策推進計画（協議会版）ロジックモデルにおける所掌分野の進捗について

増田委員より【資料2-1/2-2】に基づき、 報告があった。

3. 第 4 次沖縄県がん対策推進計画（協議会版）の指標の選定および測定について

増田委員より【資料 2-2 】に基づき、 報告があった。 時間の都合により、 今すぐ決めるのは

難しい事から、 後日個人メ ールを送り、 事務局へ皆さんのご意見を頂戴する事となった。

4. 上記の進捗状況の結果を踏まえた今季のWG活動について

増田委員より、 「協議事項3を踏まえて今後のWG活動の方向性を決めていけたらと良いか

と思います」と報告があった。

5. 痛みのスクリーニングとモニタリングデータ抽出について

有賀委員より【資料4】に基づき、 報告があった。 「琉大のデータを抽出 ・ 報告だけではな

く、 他の病院はどのようにできる？もしくはこの形でなければならないのか？各病院に合

わせるべきなのか？それとも標準フォ ームを使ってやるべきか？等、 各拠点病院ごとにこ

のようにやってます。といった議論をこの場で進めていきたい」との問いかけに、中部病院

の安座間委員より 「琉大と同じようにするのは難しいので、有賀先生がおっしゃたように、

ではどのようにできるのか。うちはこうやっていこう、やっているという情報交換というか

共有できたほうがありがたい」等、 意見があった。 また、笹良委員より 「各拠点病院がこう

いうシステムで評価を続けています、それを何％できているか等、分母と分子の設定は難し

いが、定期的に報告する事で病院の全体の取組みとしてやっている事が可視化でき、どのよ

うな感じかを把握できる、 わかると良いと思います」と意見があった。

最後に有賀委員より、 事務局を介して二拠点病院へ次回の部会時に何か出せるようにプロ

セス評価をするためにはこういう取組みをしました等の話しになれば良いと意見があった。




